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d’Administration Économique de Lille ＝ IAE de 
Lille）」 での学びも合わせて修了することによ
り，メディア経営国際修士（Master 2 inter national 























（La Voix du Nord）」3）34名，フランスを代表する日刊紙ル・モンド（Le Monde）25名など
となっている。卒業生で著名なジャーナリストといえばジャン・ポール・コフマン（Jean-










ナリスト組合（Syndicat National des Journalistes 以下，SNJ）が第一次世界大戦中の1918年
春に誕生している。ESJリールはその６年後に創設され，SNJが定める労働協約
（Convention collective de travail des journalistes）に基づいて戦後，ジャーナリスト育成校の
認定が行われる仕組みができると，その認定をどこよりも早く1956年に受けることになっ
た。労働協約は1976年以降，「ジャーナリスト雇用委員会（Commission paritaire nationale 





































































































































































































































































































































































センター（Centre de formation des journalists 通称 CFJ）」で4,960ユーロ，パリ・シアンスポ（政









４） 有力日刊紙「ル・フィガロ（Le Figaro）」の学生新聞（Le Figaro Étudiant）が３年に一度行う
ジャーナリスト養成教育機関ランキングの2016年版でも，ESJリールは前回2013年以降２回
連続首位に選出された。「質の高い専門教育の伝統が受け継がれている」（ラジオ局・ユーロッ
プアン Europe 1バルベラック編集長談）など，メディアの現場の評判が非常によいことが。
─　　─107
ジャーナリズム専門高等教育機関における職業専門教育の役割 
 http://etudiant.lefigaro.fr/orientation/actus-et-conseils/detail/article/devoile-son-palmares-des-ecoles-de-
journalisme-20671/（最終閲覧日2016年９月10日）
５） オシム氏は旧ユーゴスラビア出身だが，1970年から８年間，プロ選手としてフランスの様々
なクラブチームで活躍した。
６） 2016年「壁で誰が得をするのか」，2015年「自由の代償」，2014年「第一次世界大戦100年」，
2013年「アルジェリアのアイデンティティとは」，2012年「ユートピアへの道」，2011年「極
右の台頭」など。
７） http://fichiers.institutfrancais.jp/campusfrance/JournalismeJP.pdf（最終閲覧日2016年９月10日）
８） ルワンダは元ベルギー領で仏領ではなかったが，もともとルワンダ語とともに仏語圏で，英
語は2008年に公用語に加えられたに過ぎない。
９） さらに「昇進・昇給についても，勤続年数よりも資格・学位の方が重要である。」（文部科学
省・フランスの労働市場の性格・特徴と「後期中等教育後の職業教育」の位置づけ　より）
 http://www.mext.go.jp/component/a_menu/education/detail/__icsFiles/afieldfile/2012/09/21/
1323725_2_1.pdf（最終閲覧日2016年９月12日）
10） 中上光夫「フランスにおける『職業訓練』と職業資格」，東洋大学国際地域学部紀要・国際
地域学研究，p. 52
11） 厚生労働省編『世界の厚生労働2006』，TKC出版，2006年，p. 95より。
12） http://www.waseda-j.jp/program-manager（最終閲覧日2016年９月12日）
13） 日本最古の新聞学科を有する上智大学大学院の文学研究科新聞学専攻（1971年～）、日本大
学大学院新聞学研究科（2010年～）など。
14） この問題に直接関係するものではないが、ボブ・フランクリン等著『現代ジャーナリズム学
辞典』（国書刊行会 2008年）で日本語版監修を務めた門奈直樹立教大学名誉教授による日本
語監修者解説「ジャーナリズム研究・教育の方向性と広がり─イギリスのマスメディア事情を
踏まえて─」は示唆に富むものといえる。
